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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
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主
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書 
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戰
い
終
つ
て
数
年
、
敗
戰
日
本
も
講
和
の
遅
き
を
う
ん
ぬ
ん
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
占
領
軍
の
中
核
的
存
在
で
あ

つ
た
米
軍
の
数
も
、
め
つ
き
り
最
近
で
は
激
減
し
て
い
る
の
に
、
終
戰
処
理
費
は
ど
う
し
て
減
ら
な
い
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 

終
戰
処
理
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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